
     平成28年４月25日 

 

新名神高速道路 有馬川橋橋桁落下事故について 

 

１ 事故の概要 

・発生日時：平成28年４月22日(金)16:30頃 

・場  所：神戸市北区道場町平田 [新名神高速道路 有馬川橋（上り線）] 

・被  害：死者２名、重軽傷者８名 

・通 行 止：国道176号（天上橋交差点～日下部交差点）約1.5ｋｍ 

 

２ 現在の状況 

（１） 事故原因・復旧状況（別紙１） 

・23日～24日は、県警による現場検証が行われているが、現時点で事故原因は不明。 

   ・撤去作業は、事故検証後に着手される予定。 

   ・本事故が、供用予定時期（平成28年度末）に与える影響は不明。 

（２） 迂回路の状況（別紙２） 

  ・国道176号通行止め区間（約1.5km）の開放時期は未定。 

   ・NEXCOは、23日3:00から中国道西宮北IC～神戸三田IC・三田西IC間の通行料金無料措置を実施。 

・県及び市は、23日3:30から道路情報板（県50基、道路公社2基等）により中国道の通行料

金無料措置を表示するとともに広域的迂回を呼びかけ。また、迂回案内看板(交通規制、無

料通行実施看板等)を周辺に約80箇所を設置 

（３） その他工事の安全点検 

  ・NEXCOは、23日に新名神高速道路を含む関西支社管内の全ての工事について安全点検を実 

施し、問題がないことを確認。 

   ・県は、土木事務所に対し、施工中工事現場の点検等、安全管理の徹底を通知。なお、現在､

県が施工している橋梁工事では、本事故と同様の施工方法(送り出し工法)はない。 

 

３ 今後の予定 

  ・NEXCOは、専門家による技術検討委員会を設置し、事故原因の究明、再発防止、今後の工事

の対応方針等を検討。24日16:00に現地調査実施済、28日第１回委員会開催。 

    【新名神高速道路有馬川橋橋桁落下事故に関する技術検討委員会】 

      委員長 山口 栄輝（九州工業大学 副学長） 

          奥井 義昭（埼玉大学大学院 教授） 

          木村 嘉富（国土技術政策総合研究所 道路構造物研究部長） 

          山口 隆司（大阪市立大学大学院 教授） 

  

４ 県からNEXCOへの申し入れ 

・NEXCOに対し、①事故原因の早期究明、②安全管理の徹底、③国道176号の早期通行開始に

関する申し入れを行う予定。 


